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イチゴ新規参入者の育成・支援活動 

～関係機関が連携する産地維持・拡大～ 

 

【要 約】  

 イチゴの栽培経験 4 年未満の新規参入者に対し、イチゴの基礎知識を習得してもらうた

めの研修会を 2 年間実施した。２年目に前年から引き続き受講する対象者に対しては、自

らの管理と栽培指針が結びつくように現地研修による実践的な内容を加味した。 

 新規参入者の栽培管理上の課題についての情報は、関係機関と共有化ができた。 

 

【目 的】  

 新規参入者は、関係機関や生産部会からの支援があるが、親元就農者のように日常的に

家族からの情報を得られる環境とは異なり、情報不足に悩む場合が多く、集中的に基礎知

識を習得してもらって生産レベルを上げ、経営を安定させる。 

 

１ 活動対象の概況  

（１）イチゴの新規参入就農者 

平成 22 年度以降にイチゴの栽培を始めた新規参入の 8 名（24 年度からの研修会参

加者）、および 25 年度の新規参入の 10 名のＪＡ生産部会員。 

 

２ 活動の内容等  

 （１）実践編 

（イチゴ栽培 2～3 年目の参加者） 

 前年度に参加者のほ場で定点調査

を行った結果を元データとして、生

育状況の判断の仕方と肥培管理の考

え方についての講義を行った。また

農業経営の基礎を講義した。 

 現地研修では高収量者ほ場での現

地研修を行い、温度管理におけるポ

イントの習得を図った（2 回実施）。 

 

（２）基礎編 

（対象イチゴ栽培 1 年目の参加者） 

イチゴの基本生理と栽培管理、病

害虫、および農薬の基礎知識、イチ

ゴの生育診断（定点調査）の仕方に

ついて等、基本的なテーマの研修会

を３回実施した。 

                          

 

 

 

写真 1 現地研修風景 

写真 2 基礎研修会 
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３ 活動の成果  

 （１）生産量の向上 

   参入 2 年目の生産者収量平均は 40 パック/坪で、最多者は部会平均を上回る 53 パッ

ク/坪であった。 

 （２）参入後の定着 

   離農は、家庭の事情による 1 件のみで、他の参入者のイチゴ経営は定着している。 

 （３）関係機関の連携強化 

普及指導員とＪＡ営農指導員とで参加者の動向を定期的に情報交換したことによ

り、新規参入者への個別指導に際して現状や問題点の共有化ができた。 

グラフ　　基礎研修のCS調査結果
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４ 今後の見通し又は課題  

  イチゴ生産者の高齢化が進む一方で、新規参入を希望する人は増えつつある。その受

入れ体制の確立のために、ＪＡと連携して活動していく必要がある。 

また新規者の生産実績の平均値は部会平均並みであるが、個人間差があるため、低収

者への重点的な支援を行う必要がある。  

 

課題名：イチゴ新規参入者の育成・支援 平成 24～25 年度 


